
文明批判としてのハイデガー「詩人のように人間は住まうj

間いのはじまり

について様々な解説が連日報道されたの

或る識者のコメントのなかで、「住宅はアメリカ人

るjという発言があった。しかし、住宅

のは無論アメリカ人ばかりではなし

E国土に多数が1:主む日本人なら、なおさらであ

ろう。さらにいえば、人間ならば誰しもそうなの

だと思う。たとえばホームレス円集めた段ボール

を身体サイズに器)fJ~こ組み立て、その上をブルー

のピニールシートで覆うことで、外雰とは[元日Ijさ

れる自分の空間、住まいを確保している 1 その

名とは裏腹に、後らにもホームはある。

では、 イ本人民にとって、住まうとはそもそも

どのようなことだろうかれ

応答ーその 1

つねにこの開題に関心を持ち続けている人とし

て先ず考えられるのは、建築家であるりあえ

、彼らが考えることは、おそらく「空間

るJ2)程疫のことではなかろうかむぞ
れが抽象的だというのなら、「環境と財布にやさ

しい省エネJあるいは子決適性Jという誕い丈句
される、)首位者にとっての実用性と己い換

えてもいい。 伯方で、あまりにも機能に偏するこ

とへのカウンターバランスとして、 fゆとりJあ
るいは「むだjの要素を取り入れる場・合も少なく

ないかもしれない。しかし、

;主義的な発想

ということの本買をどれだけ射九ててい

るのなぜなら、き幾能なるものは、
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し付け、また

した一つの価値にすぎないからである

れ

応答ーその2

ハイデガーは、彼

において先の開い、つまり、

人間にとって、生まうとはそもそもどのようなこ

とだろうか、に答えようとするが、その紫、住ま

し】 という安易な考え方に陥らないのは

えて、この立こそ強調してお

らないが、およそ彼にとって、住宅とい

ることと、ここで問われるf主まうこっ
ととは全く 係である。したがって、ハイヂ

を仮ーに持たない入〈真のホーガ‘ーによれば、

ムレス〉治すし Eても、その人からイ主まうということ

を抑除することは原理的にできない。

ハイデガーの思考の行き万は、寺人のなかの

であるヘルダーワンの詩世界に耳を傾ける

ことによって為しとげられる 3 すなわち、ヘル

ダーリンの詩侍汗寺人のように人間は住まう

説

wohn杭 Mensch)J ~こ
る。そこで重要になる点は、

しつつ自

まうJ
仕方としての{詩人のようにjという部分である

る住まうことではなく、詩人的なものの内実

が問われるわけである。もちろん、 f生まう iと

「詩人のようにjの関係を輪討することは、

とに与えられたハイデガー的合意を吟味すること

へまっすぐにつながる

本論では、 1951年に行われたハイデガー

かっ難解な講議日寺人のように入時は仕ニまうJを
りとする
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文明殺さ符としてのハイデガ-[詩人のように人間は投まう

1 r住宅不足jの間掛か
まうことの

まされているc たとえそうでないとしても、われ

われの今日の住まうことは、仕事に駆り立てられ、

を求めて落ち着きなく、娯楽産業やリ

クリエーション産業の虜になっているoJ 181) 
ドイツの[無条件降伏jから G年経ても、

には戦争の爪痕がま

あること均三こ

い知れるのと

なし

「住まうとは、

り、街の復興が道半ばで

によってうかが

ちと程度の差は

入々が何かに駆り立てら

る様子も、であるの

もとで、ヘルダーリン

まう」をハイデガーは
、情

」岬 えかね

ように注立を

を所有していることだなどと

言っているので、は決してなし凡そしてまた、

的なものとは、詩的な想f象力の非現実的
すぎないと

なものとは、繰り

的なものを指すわけで誌ない。また、住まうこと

については、ハイデガー

る以上誰もが住まうというふう

らないのこの前提にす‘つならば、日それ

ゆえ)休まうことについての通常の概念右手放す

ことになる。もしそうした通郁的な考えに立っと、

まうことは、人間がおこなういろいろ

うちの Aつに過ぎないことになる。われわれは、

くが、郊外に住むつ旅行に出かければ、あ

る時はここに、またある5寺は別のところ

そのように考えられた住まうことは、いつでも、

ただ単に寝泊まりする場所があるだけだとし aうこ

とである。J(VA 
ハイデガーによれば、まうことは、詩人的な

ものにもとづくりでは、詩人的なものの根底

んでいる詩作とは、どのような事柄をおすのであ

ろうかりその最初の性栴づけを次に行いたい。

56 

2 r住まわせることJとしての詩作
1935、36年'噌 にもとづく

を、 51年のハイデガーはとらないが、

え方には変化がないとみていい

ていた。

さて、ヘルダ…リンにおける詩作について、ハ

イデガーは先ず以下のように許う

f詩イ乍は、 t主むことをなによりもまず、 f主むこ
とで、あらしめる (Wohnenlassen)ということであ

る。詩作は、本来的に住まわせることである。J

(VA 

さらに、ハイデガ…は読けて首う O

f詩作は、住むことであらしめることとして、
一つの建てる出auen)ことであるoJ(;) (ebd.) 
ハイデガーの考えに従うと、建てることには二

つの意義があるが、詩作は「際立った意味J
(ebd.)でのそれに属す。それに対して、「手入

れをしたり、育成すること(colere)J 
および「建物を築くこと (aedificare)J 196) 
は、いわば第二次的な意味の建てるということに

なるだろう。

ように語られるの

し)0

を農民が子入れをするという

てること、建物や工場を設置したり、さまざ、まな

道具を整えるという意味での建てることは、

， ι まうことの本質結果ではあるが、しかし住ま

うことの根拠でもないし、ぞれどころ

るものでもないoJ(V A 185) 
きて、ヘルダーリンの詩行をここで再境取り i二

、ハイヂ、fーによる解釈の大まかな方向だけ

でも時認したいり

は多けれど (VollVerdienst)、だが詩人

のように、人間はこの大地 (Erde)に住まうJ
(ebdJ 

人間は「功績は多けれどjと百われるi議合、そ

の[功横Jの内容として、いましがたみた第二次
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的な意味の f建てるJが合意されていると考えら
れる日ヘルダーリンは、人間の f功績jをーたん

は認めたトで、[詩人のように人聞は住まうjと

う。もちろん、それは空想的に生きるというこ

とではなく、詩作するという生き方を生きること

である

「詩作とは、 をまず大地のピゆ し、大

そうし まうことへともたら

3 ハイデガーによる詩句解釈上の論点

最初に、解釈上問題となるヘルダーワン

官rsを記しておく O それは「好ましい青空診ゆ

満ちて、金属の差根がついた教会の塔があるJ
181)ではじまる詩からとられたの

「許されるだろうか、

ば、人は、

うのを、

ていれ

私もまたそうありたいのだ、とむそのとおり。

しさが (Freundlichkeit)、そして純粋きが、

板然として、まだ心にあ持続ける限り、

人は神'性 (GottheIt)にてらして自己を測ると

しても、不幸にはならないの神 (Gotりは

知なるものかむ

は天空 (HimmeI)のように明らかなもの

か。この明らかなことを、

私はむし の

人のように、

人間はこ まうりところが星を湛え

た夜の翻は、

より純粋無垢ではない、

そう言うことがもし私に許されるならば、

もしれない人間よりはc

3 -1 r次元j
人間がf主まう大地とは、 f奉仕して担うもの、

花咲き実をつけるものであり、岩塊や水域へと広

がり仔き、生ま

143)そして、

状に動く

て植物や動物となる。

る天空とは「アーチ

、満ち欠けする月の動き、星a

たちのゆらゆちするきらめき、1j:の時節とその変

わり B、日中の光と薄明かり、夜の聞と明るさ、

天候の快と不快、雲の流れ、そしてエーテルの青

みを者びた深きである。J 144) 

人間が住まう「大地iと、 f症が見上げやる

ことは、

を測る口この開なるもの均三人間の住まうことに

授け与えられている。それによって天空と地の間

なるものが開かれることに在る、この綬け与えら

れた、隅々まで測られたものを、われわれはいま

(Dimension)と名づける。J(VA 
ここでいう f次JcJとは、 f空間の広がりjを
うのではもちろんない。ハイヂガーによれば、

f次元の本質は、明け空かされ、そうして稿々ま

ることが可能となった関なるものを捜け手え

ることであるむ(ぬd.)

人間が次元を隅々まで測るのは、天と的なもの

へ[f:f)かつて自分を測ることによってである。した

がって、ハイヂガーは神を、人間の自己測定とい

う点から次のように捉える

「神とは、人間が白分の住まうことを測り、天

空の下の大地に程まることを測る尺設であるJ

人間にとっての「尺度jとして

れたことで、 f天とf大地」およ

いう死すべきものの{四項関係」が成立する

ここから、入期が「住まうことjの棋もまた、

を見やりつつ灘る人間のまなざしに求めら

れる

[人聞の住まうことは、天空が大地と同様に

全に帰属している次元を、見上げつつ謀ることに

もとづくりJ(ebd.) 

3-2r尺度Jを受付取ることとしての詩作

ところで、第2節でぶした

むことであらしめることJとして
での f建てることJであったむいまや、「詩作する
ことは測ることである口J(VA 19併とされ、「た
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文明批判としてのハイデガー「詩人のように人間は{ままう

度Jの受け取与という事態をハイヂガ…は次のよ
うに連べている

「詩作することにおいて、 を受け取ること

が生起する。詩作するとは、語のもっとも厳密な

窓味での尺度を受け取ることであり、これによっ

てはじめて人間は自分の本紫の広がりについての

尺度を受け取ることになる。J

以上のように、「詩人的なものJの本質を、ヘル

ダーリンは iR度jを受け戟ることに見ているが、
ヘルダーリンにとっての「尺境J(むろん「神Jで
あるが〉はより詳しくはどういうものであろうかの

「神はヘルダーリンにとって、神であるものと

して未知 Cunbekannt)なのであり、だからこのよ

うな未知なるものとして持は、その詩人にとって

まさに尺授であるoJ(VA 
未知であるとともに「尺度Jでもある汗申Jにつ
いて、ハイデガーはこうコメントするの

にとどまる神は、おのれを持であるもの

として示しながら、

れなければならないの

は-神そのものでなく

らかさ

ルダーリンは

と問いつつも、

むしろ確信する。

記すむ

という

る

そこでハイデガーは、

'もとづく

な表現で答えるの

さ(Offenbarkeit)

満ちている。J

と

としての真

なものにとどまる神がそうした

ものとして、天2去を通してあらわになる仕方にあ

るむ天?告を通した神の現れは、おのれを秘権する

ものを見させる或る開披にある。その開披が秘陛

されたものをその秘密性から引き抜こうとするこ

とによって、見させるのではなく、ただ、その関

されたものをその問、れる働きにおいては

(ebd.) 

したがって、人間にとっての「尺度Jは、未知な
ものにとどまる汁申Jがあらわになる仕方で、ある、

と精確に言い改めねばならなしゐ。

くして、未知の神は、未知なるものとして、

天空の明らかさによって現れるのこの現れが尺度

であり、人間はこのことによって自己を測る口」

ここで、いわばつねに現前する、その意味で既

知の「神jが「尺境Jとして考えられてないことは
いうまでもないのそれゆえ、これは「なじみのな

とも呼びうる。したがって、詩作は「尺

けだすことから始めなければならないり

この尺駐を見つけだすこと、これをた度とし

しはカ、ること、そしてこ

取ること、これが詩人にとっ

るoJ(VA 192) 

3-3ヘルダーリンにおける「神j

とし

ることであ

ヘルダーリンにとって f神とは{可か。J

193)について考える手がかりを、ハイヂガーは以

ドの5JIJの詩行に求める

なり。にもかかわらず

をのぞ、かせる、

として。稲妻はすなわち

ある神の怒り O あるものが不可視であればあ

るほど、

疎遠なもの (Fremdes)におのれを活る…

(VA 

人間にとって、

れたものだが、しかし「未知Jであり

げ刷は「疎遠なものJに合まれる。
こうした見慣れた棟々な現れのなかに、

なものを、そこへ不可制なものが送られてい

るものとして呼び起こす。そうして、不可視なも

なるものとしてとどまる

速なものjが潜んで、

いる事態は、薙かに異様な感じを与えずにはおか

ないが、しかし、このことがかえって「疎遠なも

の「イJ院長の近さ (VA195)ということを孝文

えてくれる。

ることで受け取る尺度は、不可視なも

のがその本衰をいたわるような線速なものとして、

にちける見慣れたものと寄り添い一体

となる。それゆえ、その尺境は天空と本質的に同

じあり方であるのJ
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しさ (Huld)の到来が続くかぎり、人間が

おのれを神性にてらして割ることは成功する O4 -つの文明批判

「際立つ での建てること る、 (VA

ということが以前指摘され、その合立が前第まで

に追究された。だが、「建てることjの第二次的

な意味との関係については詳しく議じられていな

かったりここで、千二つの「建てること iの

関について(ということは、

再考したいむ

「詩作することは、住まうことの次元を

に測ることとして、始原的な建てること(anfaengliche 

Bauen)である。詩詐することは、入国i

ことをなによりもまず牲まう本質へと向かわせる。

ことは、根源的に住まわせることである

(VA 

詩作することが、「始原的な捨てること」と

われているのに対して、作物を育てたり建物を築

いたりする営みは、域行返すが、詩作を執って可

能とされる。このことの意味合いは、どのような

ことであろうかの

文化をふく に向けての、ノ1

と本論はみるの

ことであって人間

のなかで、 f死すべきものjとしての人聞が、自身

に授け与えられるものを受け入れることはもはや

をハイヂガー ように

ることは、そして住まうことがその尺肢を

ることができないのは、猛烈な速さで測ったり

したりすることの、稀荷な過棋に由来すると言

えるのではあるまいか (VA 197) 

るf猛烈な速さで掛ったり
算したりすることJに追い立てられて、人間は、
「天空」の下この下大地jの_1-.で真に住まうこと

治まできないでいる、というわけであるむゆえに、

これこそ、「性まうことの本来的な困窮 (VA

と名指される事態であり、当然

とは何ら関係をもたないりハイデガーは

みを、ヘルダ}リンの詩行にならうかたちで、こ

う述べる

おおりに

…その 1J 建築家たちのふるま

いは、ハイデガーの思考地点からみればどのよう

に評価されるべきであろうかむ文明が要求する価

(流行)のみに頼って、住まいを建てること

は、人間が住まうことの本質にはやはり届かない

だろう。「人間がおのれを神性にてらして測る

ときにのみ、すなわち、人出がおの

在に円覚的になるときにのみ、まうことJの

核心に達するのではあるまいかりそしてそのとき

はじめて、

まいか引の

j主

るiということができると討え

イデガーからの信用は、略号の後にベ…ジ数を記すっ全

集からの場合、略号のj麦に巻数り

V A : Martin lIeidegger， Vortraege und Aufsaetze， 

Neske， 1997. 8Aufl 

GA : Martin Heidegger Gesamtausgabe， Vittorio 

Klostermann 

1)1ダンボ}ルハウスjと討うらしい。 f'J長太郎『現代
建築に!鳴すゐ16章一空需、時間、そして常界1(講談社現
北新書、 2006{je)97良ー参思けなお、苦手'11、1/、イデ yガ…

は説くJの白告を設けて、ハイデガーの|ヘーベル一家
のkJからの引用をしているが、ハイデガーの哲学にま
では踏み込んで、いない。

2)建築家ではなく彫刻家イサム*ノゲデの言葉。佐々木

鍵[美学への鋲待.1 (中公新書、 20泌年)135頁参照。

出典および、イサム・ノグチがその三葉にこめた車、似lは

3) 1ヘルダーリンの詩作は、詩作の本質をひたす
るという詩的な使命によって都われている (GA4.34) 

I 峡抑iについての眼州Jぺぷ I:fXについての歌」が、それぞ
れの本質について鋭く迫ることを思えば、この弓tf:1もま中

解可能であろう。

生〉予定されていた「中期ハイデガ…研究jをいわば飛ぴ

轄えて、ここで1951年のテクストを取り扱うのは[約点

j違反jだという語りを受けるかもしれないりしかし、私

としては、このll，yJ明のハイテfガーから、 40ir1~および'30

年代の彼の思議;の遣を振り返る子もあると思っている

5)彼1111321尺境jを受け取ることとしての詩作j参熊。



文明批粍としてのハイデガ…?詩人のように人聞は柱ま

6)六認の建てること (bauen)が、 ichbin， du bistと親近

で、このたhbin， du bistがichwohne， du wohnstを首う

ことからJ建てること」が噂入されている。 Vgl.VA 141 
nr哲学おの語る建築.] (伊藤哲夫、水間一征編・訳、
央公論美術出版2008年:))~r収の翻訳をほぼそのまま利用

3-3の「神とは持かJについても出棟。
8) ここでは「神jだが、「神的なものたちjだとすれば、

「天空 r大地Jr死すべきものたちjとともに単純総ー
態である n冴方域 (Geviertけをなす。 Vgl.VA 143ft. 
9) rシュパァルツヴアルトの農場jを具体例として挙げ
ている。 Vgl.VA 155 
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